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【研究の背景・目的】 
火山の火道浅部まで上昇したマグマは、減圧による

溶解度の低下により大きな過冷却状態に置かれ、微細
な結晶（ナノライト）の晶出が進んで粘性が急激に上
昇する（図１）。この「減圧凍結」区間をマグマがい
かに駆け抜けるかで、噴火が起こるか噴火未遂に終わ
るかや、噴火の様式（爆発性）が決定される。本研究
では、これまで未解明であった、この減圧脱水結晶作
用による粘性上昇の速度過程を、その場観察実験によ
り明らかにする。一方、マグマ上昇や噴火の駆動力は
発泡であり、気泡の量により決定される。そこで発泡
したマグマから気泡が抜けるメカニズムを実験によ
り調べる。この両者を、火道を流れるマグマの物理モ
デルに組み込むことで、実際のマグマ貫入イベントの
圧力―時間履歴に即して「準リアルタイム」での活動
推移予測を可能にする。マグマの粘性・密度などの物
性に基づくこの予測を、その後の噴火過程の観測結果
や実際に噴出した火砕物と比較し、モデルの検証を行
うという、火山活動研究の新しいサイクルを構築する。 

 
 
【研究の方法】 

透過型電子顕微鏡、電界放出型走査電子顕微鏡に
加熱試料ステージを導入して、過冷却状態にあるマ
グマの結晶核形成率と結晶成長速度を「高温その場
観察」し、ナノメートルに至る幅広いサイズ範囲で
測定する。得られた速度を、新燃岳等、活火山の一
連の噴出物の石基組織解析に応用して、噴火様式が
分岐する条件を決定する。また実績ある流紋岩質マ
グマの変形装置を基に、安山岩～玄武岩質マグマの
脱ガス度とレオロジーの測定を、新開発の実験装置
で行う。これらを併せて、火道浅部条件でのマグマ

粘性の時間変化を決定するとともに、火道流物理モ
デルに適用してマグマの噴火挙動を計算する。 
 

【期待される成果と意義】 
流紋岩質マグマ

より粘性が低い苦
鉄質のマグマでは、
表面張力による緩
和効果が効いて、
発泡組織や脱ガス
度の歪速度（＝マ
グマ上昇速度）依
存性が無視できな
くなり、火道流モ
デル計算に大きく
影響すると予想さ
れる。本研究によ
り、上昇貫入して
きたマグマ物性の
経時変化を準リア
ルタイムに推定し、
ひき続くマグマ挙
動を予測し検証できるようになる。 
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